
ISSN 0286 -8229 琉球大学附属図書館報

〔
資
料
紹
介
〕

January 1994 

琉
球
大
学
附
属
図
書
館
伊
波
普
猷
文
庫
蔵

『
冊
封
使
渡
来
之
時
之
覚
書
』

Vol. 27 No.1 Suppl. (No .101) 

本
資
料
は
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
伊
波
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
巻
子
本
で
、
表
に
「
冊
封
使
渡

来
之
時
之
覚
書
」
と
あ
る
。
し
か
し
内
容
は
冊
封

使
を
迎
え
た
と
き
の
覚
書
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
年
中

行
事
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
勅
書
迎
え
の
儀
礼
を
定

め
た
、
い
わ
ば
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。
現
在
知
ら

れ
て
い
る
資
料
で
勅
書
迎
え
に
つ
い
て
こ
れ
ほ
ど

詳
し
く
書
か
れ
た
も
の
は
な
い
。
そ
れ
故
勅
書
迎

え
の
儀
礼
の
全
体
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
極
め
て

貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
成
立
年
代
は
不
明
だ
が
、

中
に
先
規
の
例
と
し
て
乾
隆
五
十
八
(
一
七
九
三
)

年
、
同
六
十
(
一
七
九
五
)
年
の
年
号
が
出
て
い

る
の
で
、
そ
の
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

琉
球
王
国
は
中
国
を
宗
主
国
と
す
る
冊
封
国
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
国
産
の
紅
銅
や
硫
黄
、
錫
(
白

銀
)
を
献
上
す
る
た
め
に
、
進
貢
船
と
い
う
船
二

般
に
正
使
と
副
使
正
議
大
夫
ら
が
乗
り
込
み
、
北

風
に
乗
っ
て
先
ず
福
州
に
着
き
、
旅
装
を
整
え
て

北
京
を
き
し
て
上
り
、
歳
暮
に
凍
て
つ
く
北
京
に

到
着
し
て
、
元
日
一
の
朝
賀
の
式
冊
封
国
の
外
国
の

使
臣
と
と
も
に
列
席
し
、
は
る
ば
る
持
ち
運
ん
だ
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池

宮

正

r台

例
の
産
物
を
献
上
す
る
。
琉
球
の
使
者
は
琉
装
の
色

衣
冠
(
正
式
な
冠
と
衣
装
)
を
着
用
し
て
朝
鮮
の
使

者
に
次
い
で
、
天
安
門
、
午
門
と
進
み
、
太
和
門
の

右
(
向
か
っ
て
左
)
の
貞
度
門
か
ら
入
り
、
東
(
西

班
の
末
)
太
和
門
よ
り
に
位
置
し
て
、
太
和
殿
前
を

埋
め
尽
く
し
た
華
や
か
で
壮
大
な
朝
拝
の
儀
式
に
列

席
す
る
。
鄭
章
観
等
の
見
聞
を
-
記
録
し
た
「
琉
客
談

記
L

に
よ
る
と
、
そ
の
儀
式
は
早
朝
(
戸
部
良
燃
の

『
大
島
筆
記
』
に
よ
る
と
丑
の
刻
、
午
前
二
時
ご
ろ

か
ら
入
る
、
と
あ
る
)
、
定
洋
と
し
て
ハ
ッ
キ
リ
見

え
な
い
時
刻
か
ら
始
ま
り
、
日
が
昇
っ
て
漸
く
王
座

が
見
え
る
と
あ
る
。
し
か
し
皇
帝
の
顔
は
遠
い
こ
と

も
あ
り
依
然
明
瞭
で
は
な
い
。
そ
の
後
内
宮
の
乾
清

宮
で
親
し
く
皇
帝
に
拝
謁
、
国
王
の
書
簡
(
上
表
文
)

を
捧
げ
、
皇
帝
は
ま
た
国
王
の
安
否
を
問
う
の
で
あ

る
。
そ
し
て
皇
帝
の
書
簡
で
あ
る
「
勅
書
」
を
奉
じ

て
進
貢
使
は
帰
国
す
る
で
あ
る
。

那
覇
港
に
到
着
し
た
進
貢
船
は
皇
帝
の
名
代
で
あ

る
冊
封
使
を
迎
え
る
よ
う
に
(
冊
封
の
時
に
は
国
王

が
那
覇
港
ま
で
出
向
く
)
、
三
司
官
・
親
方
・
申
口

吟
味
役
・
正
副
使
、
久
米
村
の
長
史
や
引
礼
の
都
通

1 
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事
や
秀
才
、
そ
れ
に
進
貢
船
の
乗
り
込
み
の
役
者
等

が
、
王
国
の
第
一
門
と
も
言
う
べ
き
通
堂
(
迎
恩
亭
)

に
鱒
鋸
し
て
恭
し
く
出
迎
え
る
。
『
琉
球
国
由
来
記
』

「
勅
書
迎
」
に
、

勅
書
、
御
城
へ
上
る
時
、
通
堂
に
於
い
て
、
勅

書
を
龍
殿
に
請
け
、
且
つ
欽
賜
の
鍛
疋
も
同
に

載
せ
諸
官
迎
拝
す
る
有
り
。
通
堂
よ
り
法
司

官
・
紫
巾
官
以
下
諸
官
、
先
備
、
(
下
階
は
先
、

上
階
は
後
也
)
御
使
者
・
渡
唐
官
員
者
、
後
備
、

(
但
し
品
次
第
也
)
登
城
有
り
。

聖
主
、
玉
庭
に
於
い
て
、
南
方
御
橋
傍
に
御
座

ま
し
、
龍
亭
浮
道
に
居
る
時
礼
拝
し
た
ま
ふ
な

り
(
中
華
の
礼
法
也
)
。

御
使
者
、
勅
書
を
奉
じ
て
法
司
官
に
伝
ふ
る
時
、

法
司
官
捧
げ
奉
り
、
聖
主
御
戴
く
あ
り
。
欽
賜

の
椴
疋
の
内
一
疋
、
御
使
者
、
之
を
採
り
法
司

に
伝
へ
、
且
つ
法
司
奉
じ
、
聖
主
御
戴
く
あ
り
。

余
り
の
当
衆
次
第
に
大
庫
理
に
入
る
也
。
此
の

時
先
代
は
聖
主
、
真
正
面
の
御
橋
情
御
座
、
按

司
部
・
勅
書
御
迎
へ
の
人
員
、
玉
庭
に
於
い
て

御
拝
之
(
こ
れ
)
有
る
也
。
御
祝
儀
と
し
て
御

子
部
・
思
弟
部
・
三
司
官
、
御
花
・
御
酒
を
献

上
す
る
也
(
片
仮
名
を
平
仮
名
に
、
返
り
点
を

読
み
下
し
に
す
る
な
ど
和
ら
げ
て
あ
る
)
。

と
あ
っ
て
、
「
勅
書
迎
」
の
概
略
は
こ
れ
ま
で
も
ほ

ぼ
分
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
資
料
の
価
値

は
そ
の
詳
細
が
伺
え
る
こ
と
で
あ
る
。

宗
主
国
の
皇
帝
が
発
す
る
勅
書
は
文
字
通
り
下
へ

も
置
か
な
い
至
尊
の
文
書
で
あ
っ
て
、
進
貢
船
の
居

住
部
分
で
あ
る
後
部
艦
屋
の
上
部
に
安
置
し
て
あ
っ
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た
。
そ
こ
に
は
航
海
の
守
り
神
で
も
あ
る
天
妃
(
菩

薩
、
婿
祖
)
も
祭
ら
れ
て
い
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、

着
船
後
上
陸
す
る
と
き
に
は
始
め
に
天
妃
を
龍
亭
に

載
せ
、
こ
れ
を
か
た
げ
て
天
妃
宮
に
安
置
す
る
の
が
、

常
の
風
景
で
あ
る
。
そ
の
道
々
哨
嗣
(
チ
ャ
ル
メ
ラ
)

や
銅
角
、
酬
明
Mm
な
ど
を
中
心
に
銅
鍛
や
太
鼓
を
交
え

た
賑
や
か
な
行
進
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
江
戸
上
り
の

際
の
行
列
の
時
に
も
、
ま
た
福
州
へ
到
着
し
た
琉
球

の
使
者
が
役
所
巡
り
を
す
る
と
き
も
、
さ
ら
に
は
北

京
上
り
の
途
次
に
も
こ
う
し
た
行
列
の
際
演
奏
す
る

路
次
楽
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
迎

接
の
し
か
た
は
古
い
も
の
で
、
朝
鮮
李
朝
実
録
の
西

暦
一
四
五
七
年
の
条
に
、
中
国
の
勅
書
や
朝
鮮
の
書

契
(
書
簡
の
こ
と
)
が
琉
球
に
到
り
、
初
め
て
船
か

ら
下
ろ
す
時
に
は
、
武
装
し
た
兵
士
を
率
い
て
出
迎

え
、
輿
輪
(
龍
亭
)
に
こ
れ
を
安
置
し
、
旗
や
轍
を

立
て
て
儀
伎
と
し
、
鼓
鉦
や
吹
奏
楽
器
を
吹
き
鳴
ら

し
つ
つ
王
宮
に
迎
え
入
れ
る
。
王
は
赤
い
唐
衣
装
を

着
、
冠
を
被
り
こ
れ
を
礼
拝
し
て
、
声
を
挙
げ
て
読

み
上
げ
る
、
と
あ
る
。

本
資
料
に
よ
る
と
、
艦
屋
か
ら
勅
書
を
下
ろ
す
に

先
立
っ
て
、
艦
屋
の
勅
書
に
対
し
て
、
船
員
や
久
米

村
の
役
人
た
ち
が
、
最
高
の
札
で
あ
る
三
脆
九
叩
頭

の
礼
を
し
て
か
ら
下
ろ
し
、
そ
の
時
に
は
爆
竹
(
火

矢
)
三
発
を
打
ち
放
ち
、
三
鼓
(
太
鼓
・
潟
鼓
・
鉦

鼓
)
を
打
つ
、
と
あ
る
。
こ
の
火
矢
を
放
っ
て
景
気

を
付
け
る
や
り
方
も
古
く
、
天
正
三
(
一
五
七
五
)

年
三
月
薩
摩
へ
使
い
し
た
金
武
大
屋
子
一
行
は
、
宿

舎
か
ら
対
面
所
ま
で
の
道
中
を
貢
物
を
運
び
な
が
ら

路
次
楽
を
奏
し
爆
竹
(
鉄
砲
)
を
放
ち
つ
つ
行
進
し
、

t -

げ
列
川
作
法
4
T
会
，
ア
よ

.4・毛

J

冷
徹
i
妙
何
松
・
;
，
H

ふ
り
待

47

・F
芸
品
ゑ
-
修
川
内
争
vt
すい宏九

4h
ゃんゑ:よ
P141K片
品
J

a

--W収
品
kcmN

各
十
守
本
-
恰

J

修
氏

ま
た
乙
wl
乙
比
九
イ
八
γ

ト
内
外
考
人
一
-

2 

-ptι
，J

凶
A
T

ず
あ
ナ
え
ん
ソ
れ
そ
‘

ト
続
ト
キ
ふ
ヘ
ル
久
、
ム
伺
川
家
、
↑
株
芭

安
8
2
1
U川

mmt被
援
，
句
人
会
与
ー



Suppl. January. 1994 

到
着
し
て
は
対
面
所
の
縁
側
に
貢
物
を
積
み
上
げ
、

内
に
入
っ
て
座
楽
を
演
奏
し
て
い
る
。

本
資
料
で
も
わ
か
る
が
、
国
王
は
唐
衣
装
に
着
替

え
て
、
御
庭
の
浮
道
(
お
成
り
道
)
の
左
(
向
か
っ

て
右
)
南
殿
寄
り
に
、
橋
侍
と
い
う
交
脚
の
椅
子
に

腰
掛
け
、
浮
道
方
向
に
向
か
い
勅
書
を
載
せ
た
龍
亭

を
迎
え
る
。
龍
亭
は
三
台
、
先
頭
が
勅
書
、
二
番
目

が
皇
帝
か
ら
下
賜
さ
れ
た
国
王
へ
の
椴
子
等
の
巻

物
、
三
番
目
が
王
妃
へ
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
を
正

殿
唐
破
豊
前
の
石
階
の
し
た
浮
道
に
据
え
、
そ
の
前

に
香
案
を
設
け
、
そ
の
上
に
正
月
の
天
拝
や
朝
賀
の

時
と
同
様
龍
蝋
燭
金
花
香
炉
を
置
い
て
、
国
王
自
ら

香
を
焚
い
て
礼
拝
す
る
。
そ
れ
に
つ
れ
て
引
札
官
が

「
排
班
、
班
斉
脆
、
衆
官
皆
脆
、
叩
頭
、
一
舟
叩
頭
L

と
か
「
上
香
、
一
舟
上
香
、
三
上
香
」
と
い
っ
た
朝
賀

と
同
じ
よ
う
な
掛
け
声
が
、
中
国
語
で
歌
う
よ
う
に

唱
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
似
た
掛
け
声
は
御
庭
で
展
開

さ
れ
る
冊
封
の
儀
で
も
、
こ
れ
に
続
く
天
拝
で
も
聞

か
れ
る
。
表
題
が
「
冊
封
使
渡
来
の
」
と
付
い
た
の

は
勿
論
後
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
冊
封
儀

礼
と
の
共
通
項
が
こ
れ
を
誤
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
龍
亭
の
中
の
勅
書
・
巻
物
を
下
庫
理
(
正

殿
一
階
)
の
御
差
床
(
王
座
)
に
運
び
、
そ
の
後
ろ

の
引
戸
を
明
け
て
二
階
の
大
庫
理
へ
通
じ
る
階
段
を

登
っ
て
「
御
内
原
」
へ
運
ば
れ
る
と
と
も
に
、
国
王

も
琉
装
に
着
替
え
、
再
び
下
庫
理
に
出
御
、
龍
亭
を

供
奉
し
て
き
た
人
達
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
酒
や
菓
子
、

お
茶
を
振
る
舞
う
。
身
分
に
よ
り
御
差
床
御
拝
所
、

向
拝
(
ご
は
い
て
御
庭
に
着
座
し
て
寸
大
通
り
し

と
な
る
。
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そ
の
後
勅
書
は
国
王
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で

あ
る
書
院
の
御
床
に
飾
ら
れ
て
、
摂
政
や
三
司
官
と

い
っ
た
王
府
の
高
官
に
披
露
さ
れ
、
長
史
が
中
国
語

で
読
み
上
げ
た
上
で
、
右
筆
に
渡
さ
れ
保
護
を
命
じ

ら
れ
る
。

本
資
料
の
「
勅
書
迎
」
の
内
容
は
概
略
以
上
の
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
、
本
資
料
に
も
指
示
が

あ
る
よ
う
に
、
王
府
勢
一
頭
方
の
「
図
帳
」
、
当
方
の
「
図

帳
」
等
を
参
考
に
し
て
合
わ
せ
考
え
る
と
、
い
っ
そ

冊
封
使
渡
米
之
時
之
覚
書

通
堂
座
配
之
図
左
記

1 

総
官

~ーーーーー「

犠間

:田町

bl足以

役
者

副
使

正
使

総
宮

「一「
待問F.l

四日:

民)鵜

役
者

う
「
勅
書
迎
」
の
全
容
が
明
瞭
に
な
る
。

な
お
本
資
料
は
裏
打
ち
し
て
あ
り
、
そ
の
裏
打
ち

紙
の
幅
が
十
八
・
二
代
ン
、
内
の
り
つ
ま
り
本
紙
が
十

六
で
、
長
さ
が
六
灯
六
三
句
、
軸
は
な
い
。

文
中
括
弧
(
)
内
は
本
資
料
に
あ
る
朱
筆

に
よ
る
補
筆
で
あ
り
、
括
弧
[
]
内
は
墨
書

に
よ
る
小
書
で
、
一
種
の
注
で
あ
る
。
ま
た
虫
害
欠

落
等
に
よ
る
不
明
字
は
口
に
し
た
。
ま
た
他
に
適
宜

句
読
点
、
行
替
え
を
し
て
あ
る
。

ト吋栴

」一一一一一ー

' 
通

堂
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史
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司
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長
史
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一
行
列
引
札
通
事
・
秀
才
下
知
ニ
ゐ
備
立
、
御
鎖

之
側
・
日
帳
主
取
b
首
尾
申
出
候
事
。

一
中
途
警
固
込
勢
頭
・
筑
登
之
・
平
等
所
役
人
相

合
、
筑
佐
事
b
下
知
方
相
勤
さ
せ
候
事
。

一
御
船
艦
屋
之
内
、
勅
書
相
銭
、
勢
頭
・
大
夫
役
者

中
三
脆
九
叩
頭
之
御
拝
有
之
。
北
京
大
通
事
、
勅

書
捧
、
御
船
よ
り
下
候
時
分
棒
火
矢
三
筒
打
、
三

鞍
仕
、
通
堂
崎
よ
り
引
鞍
金
鞍
旗
路
次
楽
、
左
右

ニ
相
備
先
立
通
候
。
勅
書
者
大
通
事
よ
り
竜
亭
ニ

乗
上
、
其
左
右
ニ
勢
頭
大
夫
相
立
、
竜
亭
前
左
右

ニ
通
事
弐
人
、
秀
才
弐
人
相
立
、
通
事
拝
唱
御
拝

有
之
候
事
。

一
右
芳
相
済
、
四
ツ
頭
時
分
長
史
方
図
帳
之
通
相
備
、

通
堂
打
立
候
事
。

但
、
崇
元
寺
之
前
下
馬
不
仕
。

一
唐
破
豊
御
戸
閉
候
様
下
庫
理
当
よ
り
御
近
習
b
申

達
候
事
。

付
、
御
規
式
相
済
候
得
者
御
戸
開
候
様
当
よ
り

御
近
習
江
相
達
候
也
。

一
勅
書
、
八
幡
之
前
捧
来
候
湖
、
通
事
一
人
早
使
罷

登
、
下
庫
理
当
江
相
違
候
得
ば
、
三
司
官
b
致
案

内
言
上
有
之
。
此
時
又
奥
書
院
伺
公
之
当
よ
り
唐

御
衣
裳
奉
為
召
候
事
。

付
、
唐
御
衣
裳
方
当
暇
乞
之
時
、
何
某
相
勤
候

段
三
司
官
案
内
言
上
仕
相
勤
候
也
。

一
奉
神
御
門
開
シ
可
申
通
勢
頭
よ
り
三
司
官
b
致
案

内
閲
さ
せ
候
事
。

一
勅
書
下
之
御
庭
捧
参
、
御
巻
物
惣
様
竜
亭
b
積
上
、

相
済
候
得
者
(
供
奉
之
勢
頭
一
同
)
三
司
官
b
致

案
内
、
下
庫
理
b
参
り
、
当
番
之
三
司
官
b
案
内
、
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当
御
取
次
言
上
有
之
(
候
得
者
、
則
供
奉
之
当
一

人
御
座
詰
之
当
二
人
、
左
右
当
之
座
着
座
仕
候

事
。
)

一
右
之
言
上
有
之
刻
、
当
番
之
三
司
官
以
下
諸
官
御

瞬
椅
之
御
後
、
中
頭
ニ
シ
テ
立
備
候
事
。

(
一
当
番
三
司
官
は
真
正
面
階
之
本
、
浮
道
ニ
伺
公
、

出
御
被
遊
候
得
者
供
奉
仕
ル
。
)

一
下
庫
理
b
出
御
被
遊
候
得
者
供
奉
之
当
四
人
、
御

差
床
之
前
ニ
進
、
御
座
詰
之
当
五
は
い
左
右
ニ
下

り
つ
く
ば
ふ
。
当
番
之
三
司
官
真
正
面
階
之
本
浮

道
ニ
伺
公
、
供
奉
仕
、
御
輪
椅
着
御
被
遊
候
得
者

(
三
司
官
は
御
輪
椅
)
御
右
ニ
立
、
当
四
人
御
後

ニ
相
立
候
事
。

(
一
当
番
之
親
方
以
下
筑
登
之
た
御
輸
椅
御
座
右
之

後
中
頭
に
し
て
立
備
。
)

一
御
庭
出
御
被
遊
候
段
供
奉
之
勢
頭
・
下
庫
理
、
下

之
御
庭
ニ
参
、
勅
書
供
奉
之
三
司
官
b
相
達
候
得

者
、
先
備
之
人
数
井
御
飾
道
具
、
路
次
楽
人
左
右

之
御
門
よ
り
通
り
御
庭
備
立
、
執
事
御
道
具
涼
傘
、

拝
唱
通
事
・
引
札
秀
才
、
勢
頭
大
夫
・
北
京
大
通

事
・
同
大
筆
者
・
両
長
史
、
御
備
之
通
竜
亭
相
付
、

真
正
面
御
門
b
入
控
[
御
迎
御
遊
b
立
御
被
遊
候

は
、
捧
通
]
。
当
番
之
三
司
官
よ
り
美
御
迎
可
被

遊
旨
言
上
仕
、
御
輪
椅
被
遊
立
御
[
此
時
三
司
官

当
四
人
供
奉
、
酒
庫
理
大
御
団
羽
上
候
也
]
、
竜

亭
真
正
面
御
門
よ
り
勢
頭
大
夫
・
長
史
・
北
京
大

通
事
・
同
大
筆
者
口
口
口
御
品
捧
来
候
得
ば
被
遊

鞠
錦
[
此
時
大
図
羽
御
後
b
引
]
、
竜
亭
真
正
面

末
之
階
よ
り
三
尺
程
間
置
、
後
は
百
浦
添
表
ニ
な

し
、
浮
道
ニ
居
候
者
、
如
本
御
橋
椅
b
着
御
[
此

時
大
団
羽
如
本
捧
揚
]
。

則
長
史
壱
人
御
輸
椅
本
ニ
参
り
、
御
左
表
ニ
立
備

候
事
。

一
北
京
大
筆
者
御
規
式
相
携
候
時
、
其
当
日
足
袋

は
き
候
也
。

一
竜
亭
供
奉
之
黄
御
冷
傘
、
御
供
真
正
面
御
門
よ

り
竜
亭
浮
道
ニ
居
候
得
者
、
北
表
-
一
一
捧
候
也
。

一
竜
亭
御
備
之
御
道
具
、
真
正
面
御
門
よ
り
入
、

赤
御
冷
傘
之
本
よ
り
浮
道
左
右
ニ
順
々
立
備
候

也。
一
竜
亭
供
奉
人
数
左
右
御
門
よ
り
入
、
南
表
南
風

之
御
殿
掛
作
り
角
よ
り
北
ニ
向
立
備
、
北
表
は

せ
ん
際
之
角
よ
り
南
ニ
向
立
備
、
路
次
楽
人
は

君
誇
よ
り
三
番
目
敷
瓦
ニ
立
備
、
竜
亭
浮
道
ニ

居
、
御
橋
椅
御
座
b
被
遊
還
御
候
は

v
、
御
庭

左
右
各
御
拝
座
ニ
立
備
候
也
。

一
竜
亭
浮
道
ニ
居
候
得
者
、
早
速
御
座
構
之
当
壱
人
、

里
之
子
た
壱
人
、
花
当
三
人
御
香
台
知
図
御
筋
仕
、

通
事
親
雲
上
弐
人
、
御
香
台
左
右
ニ
立
、
勢
頭
北

京
大
通
事
竜
亭
左
、
大
夫
北
京
大
筆
者
竜
亭
右
ニ

立
備
、
其
前
ニ
備
後
御
畳
弐
枚
敷
、
其
上
赤
糸
縁

御
畳
壱
枚
、
当
ニ
而
黄
縫
物
縁
御
鐘
一
文
字
は
御

焼
香
台
表
ニ
成
、
直
に
留
が
ね
差
、
北
表
廊
下
之

前
退
。
則
三
司
官
よ
り
御
拝
御
座
b
着
御
可
被
遊

与
言
上
仕
、
三
司
官
・
長
史
・
当
四
人
供
奉
当
[
此

時
当
番
之
親
方
以
下
筑
登
之
座
敷
迄
御
庭
左
右
御

拝
座
江
立
備
]
。

御
拝
御
座
着
御
[
此
時
御
召
御
冷
傘
大
御
団
羽
御

後
b
引
]
、
唱
拝
親
雲
上
唱
拝
被
遊
(
諸
官
人
供

奉
ニ
而
)
有
之
候
。
唱
拝
左
ニ
記
。

4 
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付
、
供
奉
之
三
司
官
長
史
御
側
ニ
而
御
拝
仕
候

也。

排

班

班

斉

脆

衆

官

皆

脆

叩

頭

再

叩

頭

三

叩

頭

興

一
右
相
済
、
唱
拝
有
之
。
香
案
之
本
b
御
進
歩
之
刷
、

三
司
官
差
寄
、
御
香
炉
之
ふ
た
関
、
台
之
上
右
表

ニ
口
、
長
史
御
香
合
之
ふ
た
開
、
爆
上
候
ば
、
被

遊
御
焼
香
候
。
唱
拝
左
記
。

付
、
被
遊
御
焼
香
候
問
者
御
圭
は
御
書
院
当
ニ

而
捧
上
候
也
。

請

詣

香

案

前

上

香

再

上

香

三

上

香

復

位

脆
衆
(
目
皆
脆

一
御
拝
相
済
候
得
者
唱
拝
親
雲
上
請
拝
勅
賞
唱
、
勢

頭
勅
書
捧
、
御
前
b
差
上
、
御
頂
、
大
夫
b
被
下

候
得
者
、
竜
亭
b
添
置
、
又
御
巻
物
四
疋
、
右
次

第
二
而
一
疋
ヅ
、
御
頂
、
竜
亭
j
p
添
置
、
通
事
親

雲
上
・
秀
才
唱
拝
、
御
拝
被
遊
候
。
唱
拝
左
記
。

付
、
勅
賞
井
御
巻
物
御
頂
被
遊
候
聞
は
、
御
圭

は
御
書
院
当
ニ
而
捧
上
候
也
。

請

拝

勅

賞

術

伏

興

脆

衆

官

皆

脆

叩

頭

再

叩

頭

三

叩

頭

興

脆

叩

頭

再

叩

頭

三

叩

頭

興

脆

衆

官

皆

脆

叩

頭

再

叩

頭

三

叩

頭

興

平

身

礼

畢

一
御
拝
相
済
、
三
司
官
・
長
史
・
当
四
人
、
供
奉
、

御
職
椅
御
座
着
御
[
楽
有
]
被
遊
候
得
者
、
御
召

付
之
当
両
人
竜
亭
之
本
b
帰
り
、
御
巻
物
手
伝
仕
、

当
番
之
親
方
以
下
知
本
御
後
ニ
立
備
、
早
速
御
座

之
当
御
拝
御
座
b
御
遊
御
国
軍
里
之
子
た
花
当
ニ
而

御
座
敷
取
除
、
北
廊
下
b
引
、
御
香
台
如
図
北
表

御
庭
ゐ
引
候
。
則
勅
書
井
御
巻
物
、
勢
頭
大
夫
北
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京
大
通
事
・
同
大
筆
者
よ
り
当
b
接
、
当
請
捧
、

御
通
道
よ
り
御
差
床
ニ
捧
参
り
、
御
近
習
請
捧
、

御
内
原
b
上
り
候
事
。

付
、
御
座
詰
之
当
両
人
真
正
面
よ
り
出
、
供
奉

之
当
二
人
、
御
座
構
之
当
壱
人
、
五
人
ニ

而
手
伝
相
勤
候
也
。

一
右
相
済
[
供
奉
之
当
二
人
、
御
輸
椅
之
本
b
立
備

早
速
]
竜
亭
北
之
御
庭
b
如
図
引
[
此
時
竜
亭
御

備
之
黄
御
冷
傘
引
]
候
得
者
、
三
司
官
入
御
之
言

上
有
之
、
入
御
[
楽
有
]
、
当
番
之
三
司
官
・
長

史
真
正
面
階
之
本
迄
、
当
四
人
御
差
床
前
迄
供
奉

仕
候
。
[
此
時
御
座
詰
之
当
両
人
、
如
最
前
五
は

い
左
右
ニ
つ
く
ば
ふ
]
当
番
之
親
方
以
下
橋
椅
之

本
よ
り
退
候
事
。

一
入
御
被
遊
、
勅
書
供
奉
人
数
下
庫
理
御
座
b
御
呼

之
段
御
口
口
口
頭
よ
り
当
拝
開
仕
、
当
両
人
左
右

欄
干
ニ
右
之
段
勢
頭
b
申
渡
、
勢
頭
よ
り
三
司
官

b
相
達
候
得
者
、
何
れ
も
御
礼
、
手
を
合
退
去
之

事。
(
一
当
よ
り
申
口
取
次
、
三
司
(
日
b
致
案
内
、
御
印

乞
候
事
。
)

一
当
番
人
数
井
勅
書
供
奉
之
諸
官
人
、
下
庫
理
b
着

座
仕
候
事
。

一
当
よ
り
三
司
官
J
W
致
案
内
、
出
御
之
言
上
仕
、
出

御
[
楽
有
]
被
遊
候
得
者
、
着
座
之
人
数
御
礼
、

手
を
合
候
。
則
御
酒
被
召
上
候
御
時
分
、
当
よ
り

三
司
官
b
相
達
、
親
方
b
相
達
候
得
者
、
親
方
申

日
本
座
ニ
而
一
同
ニ
御
礼
、
手
を
合
座
末
通
、
西

表
衣
冠
見
繕
、
親
方
三
番
御
拝
所
、
申
口
二
番
御

拝
所
ニ
而
一
同
立
御
拝
仕
、
親
方
御
差
床
b
登
御

札
、
手
を
合
つ
く
ば
ふ
。
其
瑚
申
口
三
番
御
拝
所

ニ
而
一
同
ニ
立
御
拝
仕
出
、
南
表
美
御
前
揃
之
本

b
参
、
御
龍
飯
之
御
辻
迦
、
蓋
開
、
御
打
置
之
下

ニ
う
つ
ふ
き
候
而
押
入
、
(
御
)
差
床
前
真
中
、

手
を
付
、
北
表
美
御
前
揃
之
本
b
参
、
御
盃
御
菓

子
盆
之
御
辻
迦
、
御
盃
包
紙
御
盃
台
居
、
紙
者
懐

ニ
入
、
御
菓
子
盆
共
親
方
b
伝
つ
く
ば
ふ
、
親
方

御
菓
子
盆
請
捧
、
台
御
差
床
御
前
真
中
ニ
御
酒
台

[
樋
口
は
御
庭
表
ニ
成
シ
]
居
御
礼
、
手
を
合
、

当
御
瓶
[
玉
か
ふ
り
口
つ
し
て
君
使
官
載
シ
南

之
唐
理
よ
り
捧
出
、
君
使
官
共
申
口
請
捧
、
御
瓶

口
取
紙
取
、
君
使
官
之
上
ニ
置
[
当
控
座
b
退
ク
]
、

親
方
御
盃
台
共
取
上
ゲ
、
右
之
手
ニ
而
捧
御
礼
仕
、

申
口
御
酌
ニ
而
御
酒
次
シ
、
御
前
b
上
つ
く
ば
ふ
、

御
盃
被
下
候
得
者
頂
、
御
盃
ム
口
ニ
居
御
礼
、
手
を

合
、
当
差
寄
、
御
瓶
[
口
取
紙
さ
し
]
申
口
よ
り

請
取
退
去
、
親
方
御
盃
御
菓
子
盆
共
申
口
よ
り
請

取
退
去
、
親
方
御
盃
申
口

b
渡
、
申
口
ニ
而
御
打

置
ニ
直
、
御
辻
お
そ
ひ
、
御
差
床
前
手
を
付
、
南

表
美
御
前
揃
之
本
b
参
り
、
御
簾
飯
之
ふ
た
仕
、

御
辻
お
そ
ひ
、
親
方
・
申
口
最
前
之
通
御
礼
、
立

御
拝
ニ
而
退
去
、
本
座
b
着
御
礼
手
を
合
候
事
。

一
右
相
済
、
三
司
官
以
下
着
座
之
人
数
b
里
之
子
た

宮
仕
ニ
而
御
酒
被
下
、
無
系
之
座
敷
、
勢
頭
座
、

御
差
床
御
拝
所
黄
冠
以
下
五
は
い
ニ
而
大
通
被
下

候
事
。付

、
当
番
人
数
井
波
唐
人
数
、
勅
書
供
奉
人
数

迄
相
混
、
位
次
第
被
下
候
也
。

一
御
酒
、
申
口
座
通
候
時
分
当
壱
人
御
茶
湯
之
間
b

参
り
、
御
茶
御
時
分
拝
合
、
三
司
官
b
案
内
、
親
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方
b
相
達
、
当
は
御
茶
湯
之
問
b
参
り
、
親
方
・

申
口
本
座
ニ
而
一
同
ニ
御
礼
、
手
を
合
、
座
末
通

筋
ニ
而
衣
冠
見
繕
、
親
方
三
番
御
拝
所
、
申
口
二

番
御
拝
所
ニ
而
一
同
ニ
立
御
拝
、
親
方
御
差
床
登

御
礼
、
手
を
合
[
つ
く
ば
ふ
]
、
其
醐
申
口
三
番

御
拝
所
一
一
而
一
同
ニ
立
御
拝
、
御
差
床
前
少
シ
北

表
ニ
寄
り
つ
く
ば
ふ
。
当
御
茶
捧
参
候
得
者
、
申

口
請
捧
[
当
控
座
b
退
ク
]
、
親
方
b
相
波
、
親

方
御
丸
盆
一
添
而
請
取
、
左
之
手
ニ
而
拘
、
御
取

蓋
取
、
・
申
口
一
捧
居
候
御
菓
子
盆
ニ
口
御
茶
拝
合
上

[
此
時
楽
有
、
御
座
中
何
れ
も
手
を
付
]
、
御
丸

盆
前
ニ
居
つ
く
ば
ふ
。
御
天
日
被
下
候
得
者
頂
キ
、

御
取
蓋
お
そ
ひ
、
申
口
jw相
渡
、
追
付
当
参
り
、

請
取
る
。
親
方
・
申
口
最
前
之
通
御
礼
、
立
御
礼

ニ
而
本
座
b
着
御
礼
、
手
を
合
候
事
。

右
済
而
御
残
り
之
御
茶
三
司
官
以
下
着
座
之
人
数

b
小
赤
頭
宮
仕
ニ
而
被
下
。
入
御
[
楽
有
ル
]
。

着
座
人
数
御
礼
、
手
を
合
候
事
。

一
諸
家
来
赤
頭
b
勢
頭
捧
ニ
而
石
て
い
し
階
ニ
而
御

酒
被
下
候
事
。

一
奉
神
御
門
勢
頭
ニ
而
閉
さ
せ
、
三
司
官
b
首
尾
申

出
候
事
。

一
御
座
上
可
申
由
当
よ
り
三
司
官
b
案
内
、
退
去
之

事。
一
右
御
規
式
相
済
、
御
書
院
奉
行
・
当
、
奥
御
書
院

b
伺
公
被
遊
御
出
座
、
長
史
出
仕
ニ
而
御
座
末
着

座
、
勅
書
丸
盆
請
、
御
近
習
捧
出
御
床
之
口
b
御

筋
仕
、
奉
行
差
寄
、
勅
書
御
前
少
シ
上
ニ
而
関
候

へ
ば
、
長
史
差
寄
読
上
、
相
済
、
奉
行
ニ
而
如
本

盆
置
、
長
史
出
仕
座
御
礼
、
手
を
合
退
座
候
事
。

Vol. 27 No 1 琉球大学附属図書館報

一
進
貢
御
使
者
於
北
京
従
皇
帝
様
上
意
被
成
下
、
致

帰
国
、
国
王
b
可
相
達
旨
勅
諭
御
座
候
節
は
、
御

書
院
御
拝
開
被
遊
候
事
候
問
、
進
貢
御
使
者
致
帰

帆
候
は
て
右
之
次
第
早
速
承
届
兼
而
達
上
問
、

勅
書
御
拝
領
物
御
頂
戴
口
口
口
御
庭
御
規
式
相

済
、
引
次
右
之
御
規
式
有
之
候
事
。

但
、
御
規
式
の
次
第
は
乾
隆
五
十
八
丑
、
同
六

十
卯
年
例
式
言
上
写
相
見
得
ル
。

一
、
進
貢
御
使
者
迄
上
意
被
成
下
候
節
は
本
文

之
御
次
第
無
御
座
候
也
。

一
三
司
官
一
人
は
於
御
城
御
迎
、
同
人
は
勅
書
供
奉

之
勤
有
之
候
。

一
人
支
有
之
時
は
、
供
奉
之
勤
一
人
ニ
而
相
済
候
故
、

足
ニ
不
及
候
。
両
人
支
有
之
糊
は
、
一
人
之
足
、

三
司
官
座
何
親
方
b
足
被
仰
付
度
旨
口
上
言
上
有

之
候
事
。

但
、
言
上
相
済
首
尾
方
之
次
第
別
冊
有
之
。

一
勅
書
、
摂
政
・
三
司
官
b
拝
見
さ
せ
可
申
段
、
御

書
院
奉
行
ニ
而
達
上
問
、
勅
書
盆
載
シ
奉
行
捧
出
、

御
書
院
上
御
座
b
相
飾
、
下
御
座
b
伺
公
、
摂
政

三
司
官
拝
見
、
長
史
読
之
、
済
而
奉
行
下
之
、
御

右
筆
格
護
申
渡
、
首
尾
一
言
上
仕
候
事
。

一
摂
政
三
司
官
・
御
物
奉
行
・
申
口
吟
味
、
御
書
院

b
参
上
、
奉
行
御
取
次
、
勅
書
御
持
領
物
御
頂
被

遊
候
御
祝
儀
申
上
候
事
。

一
長
史
支
有
之
、
足
何
某
b
被
仰
付
度
旨
惣
役
よ
り

申
出
候
得
ば
、
御
書
院
当
御
取
次
、
申
口
ニ
而
及

一
言
上
、
相
済
候
得
ば
月
番
申
口
よ
り
相
違
候
事
。

一
御
双
紙
庫
(
理
)
支
有
之
時
、
申
口
之
内
何
某
b

足
被
仰
付
度
旨
口
上
言
上
仕
候
事
。

一
進
貢
御
使
者
帰
帆
仕
、
早
速
上
国
被
仰
付
、
乗
船

以
後
は
勅
書
御
迎
之
勤
、
大
夫
一
人
ニ
被
仰
付
度

旨
、
覚
書
言
上
有
之
候
事
。

但
、
言
上
書
調
様
、
月
次
言
上
記
有
之
、
言
上

相
済
、
写
首
尾
方
次
第
、
別
冊
有
之
。

一
勅
書
御
頂
戴
之
時
、
例
式
相
替
候
儀
、
又
は
御
筆

御
器
物
御
頂
戴
之
段
接
貢
船
帰
帆
之
節
は
、
勅
書

差
上
候
日
、
進
貢
船
帰
帆
之
節
は
、
自
分
よ
り
日

柄
相
考
、
兼
而
御
書
院

(b)
御
案
内
仕
、
御
使

者
以
下
船
頭
総
官
迄
、
表
向
よ
り
差
上
候
献
上
物

は
、
名
書
月
番
之
申
口
取
次
差
出
、
三
司
官
見
届
、

相
済
候
得
者
、
自
分
よ
り
御
書
院
当
御
取
次
、
差

上
候
事
。

一
間
得
大
君
御
殿
、
佐
敷
御
殿

(
bも
)
右
御

同
前
ニ
献
上
候
。
尤
覚
書
は
評
上
所
差
出
不

申
候
。

進
貢
御
使
者
、
才
府
・
大
筆
者
、
土
産
物
差

上
候
儀
、
勅
書
御
頂
戴
不
遊
内
出
船
被
仰
付

候
節
は
、
右
御
使
者
b
御
書
翰
渡
之
日
差
上

候
。
尤
台
移
ニ
而
、
才
府
・
大
筆
者
御
用
繁

多
之
醐
者
、
御
使
者
計
差
上
、
才
府
・
大
筆

者
は
帰
帆
以
後
差
上
候
也
。

(
い
け
み
や
ま
さ
は
る
一
法
文
学
部
教
授
)
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『
琉
球
歴
代
宝
案
』

-

1

『
弘
文
荘
待
貰
古
書
目
』

No 1 

当
館
は
、
関
学
以
来
沖
縄
関
係
資
料
を
収
集
し
て

い
る
が
、
原
本
資
料
の
所
蔵
は
少
な
い
。
数
少
な
い

原
本
資
料
も
特
殊
文
庫
に
あ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
当
館
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
前
の
各
特
殊
文
庫
資

料
の
所
在
は
、
戦
前
に
沖
縄
を
離
れ
て
い
っ
た
も
の

と
先
の
大
戦
の
戦
禍
を
免
れ
た
地
域
に
所
蔵
さ
れ
て

い
た
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。

戦
前
に
沖
縄
を
離
れ
た
資
料
、
っ
ち
、
戦
後
、
当
館

を
は
じ
め
沖
縄
の
関
係
機
関
に
戻
っ
た
も
の
も
あ
る

が
、
本
土
や
外
国
の
研
究
機
関
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て

い
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

沖
縄
(
琉
球
)
を
離
れ
て
い
っ
た
資
料
が
、
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
、
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
っ
た
か
、

と
い
っ
た
資
料
の
来
歴
を
調
査
す
る
こ
と
は
な
か
な

か
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
戦
前
の
古
書
応
の
販

売
目
録
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
貴
重
な
手
が
が
り

を
与
え
て
く
れ
る
。

『
弘
文
荘
待
買
古
書
目
い
(
以
降
『
待
買
古
書
目
』
)

は
そ
の
一
つ
で
、
戦
前
戦
後
を
通
し
て
有
力
な
古
書

庖
で
あ
っ
た
反
町
茂
雄
の
経
営
す
る
寸
弘
文
荘
」
の

販
売
目
録
で
あ
る
。
そ
の
『
待
貰
古
書
目
』
の
第
一

号
か
ら
五
十
号
ま
で
の
『
弘
文
荘
待
買
古
書
目
総
索

引
判
(
以
降
『
総
索
引
』
)
か
ら
琉
球
関
係
資
料
を

拾
い
あ
げ
て
み
る
と
点
数
に
し
て
約
三
十
点
、
、
っ
ち

戦
前
発
行
の
『
待
貰
古
書
目
』
記
載
分
は
十
五
点
と
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の
琉
球
関
係
資
料
|
|

柴
野
川

敦

な
っ
て
い
る
。

昭
和
十
三
年
発
行
の
『
待
貰
古
書
目
』
第
十
一
号

に
は
、
次
の
二
点
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
(
資
料
名

に
つ
い
て
は
『
総
索
引
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お

り
に
記
す
)

琉
球
官
話
集

琉
球
歴
代
宝
案

古
写
本
一
冊

写
本
二
十
冊

三
十
五
円

百
八
十
円

と
こ
ろ
で
こ
の
『
待
貰
古
書
目
』
は
、
単
に
書
名

と
価
格
の
み
を
記
載
し
た
販
売
目
録
で
は
な
い
。
資

料
一
点
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
長
短
の
解
説
が
つ
け
ら
れ

て
い
て
、
資
料
に
よ
っ
て
は
書
影
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
『
琉
球
歴
代
宝
案
』
に
つ
い
て
は
、

解
説
一
頁
、
書
影
一
頁
計
二
頁
を
さ
い
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
解
説
に
寸
各
櫛
巻
首
に
「
敦
厚
堂
/

鄭
良
弼
/
珍
蔵
L

の
朱
印
あ
り
L

と
い
う
所
蔵
者
情

報
を
伝
え
る
記
述
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
琉
球

歴
代
宝
案
』
は
、
現
存
す
る
歴
代
宝
案
の
諸
本
の
う

ち
の
一
つ
鄭
良
弼
本
吋
歴
代
宝
案
』
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

鄭
良
弼
本
『
歴
代
宝
案
』
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、

和
田
久
徳
、
白
石
晶
子
「
鄭
良
弼
本
(
横
山
重
氏
所

蔵
)
歴
代
宝
案
内
容
目
録
叫
に
、
安
里
延
『
日
本

南
方
発
展
史
日
の
記
述
に
拠
り
な
が
ら
、
「
昭
和
十

四
年
頃
東
京
の
古
本
屋
に
出
」
て
、
¥
横
山
重
氏
の

所
有
に
帰
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
判
と
あ
る
。
そ

の
古
本
屋
が
「
弘
文
荘
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
購
入

し
た
の
が
横
山
重
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
様
子
を
著

書
『
書
物
捜
索
叫
に
次
の
よ
う
に
残
し
て
い
る
。

今
年
の
五
月
頃
、
弘
文
荘
か
ら
、
目
録
が
来
た
。

い
や
、
目
録
を
発
送
し
た
と
い
う
、
案
内
の
ハ
ガ

キ
が
来
た
。
で
、
目
録
の
来
る
の
を
、
今
や
お
そ

し
と
待
っ
て
い
た
。
目
録
は
翌
朝
の
七
時
に
来
た
。

で
、
私
は
、
七
時
半
に
、
弘
文
荘
へ
着
い
て
い
た
。

き
よ
し
げ
幸
若
舞
の
写
本
か
二
十
円

姫

ゆ

り

室

町

物

語

写

本

三

十

円

石
山
問
答
古
浄
瑠
璃
(
一
丁
欠
)
四
十
五
円

琉

球

宝

案

写

本

抄

本

百

八

十

円

そ
れ
に
、
目
録
に
出
さ
な
い
も
の
で
、
古
説
経

「
党
天
国
L

を
加
え
て
、
合
計
四
百
二
十
三
円
。

私
は
欲
し
い
も
の
は
、
全
部
い
た
だ
い
た
と
い
う

感
じ
で
あ
っ
た
。

(
中
略
)

弘
文
荘
か
ら
帰
っ
て
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て

い
る
中
に
、
ふ
と
気
が
つ
い
た
。
石
山
問
答
で
調

子
に
乗
っ
て
い
て
、
「
琉
球
官
話
集
L

(

三
十
五
円
)

を
買
う
の
を
忘
れ
て
い
た
の
だ
。

「
あ
あ
こ
れ
を
忘
れ
て
い
た
し

私
は
す
ぐ
電
話
を
か
け
て
み
た
。
も
う
売
れ
て

い
た
。

寸
心
が
伸
、
び
な
い
の
で
す
ね
。
宝
案
を
買
っ
て
、

そ
の
次
の
頁
に
あ
る
官
話
集
を
落
と
し
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
か
ら
ね
」

7 
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す
る
と
、
弘
文
荘
主
人
は
、
ま
た
一
言
っ
た
。

「
宝
案
は
大
へ
ん
で
す
よ
。
も
う
三
人
見
え
ま
し

た
。
何
さ
ん
、
何
さ
ん
、
何
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
二
、

三
日
、
宝
案
で
、
言
い
わ
け
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」

「
い
や
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宝
案
は

い
い
本
ら
し
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
る
先
輩
に
、

貿
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
ん
な
大
切
な

本
を
私
が
所
有
し
て
は
、
す
ま
な
い
よ
う
で
す
が
、

ま
あ
お
願
い
し
ま
す
M
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さ
ら
に
横
山
重
は
『
琉
球
歴
代
宝
案
』

次
の
よ
う
に
の
ぺ
る
。

に
つ
い
て
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大
体
、
慶
長
元
和
以
後
の
写
本
類
で
、

い
い
本
と
い
う
も
の
は
、
実
は
少
な
い
の
で
は
な

い
か
。
学
問
的
価
値
と
い
う
意
味
で
は
別
だ
が
、

ど
う
も
字
の
い
い
本
が
少
な
い
。
こ
れ
は
絵
巻
な

ど
を
含
め
て
一
言
っ
て
も
、
同
様
だ
。
奈
良
絵
本
で

も
、
い
い
本
は
少
な
い
。

そ
こ
へ
行
く
と
、
慶
長
以
前
の
文
字
は
、
大
抵

い
い
。
時
代
が
い
い
の
か
、
人
が
い
い
の
か
、
何

か
訳
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
あ
る
い
は
、
時
代
が

古
い
か
ら
、
私
ど
も
の
実
感
に
遠
く
な
っ
て
、
文

字
の
い
い
方
、
だ
け
を
見
る
の
か
。

そ
こ
へ
行
く
と
、
支
那
人
の
文
字
は
、
近
世
の

も
の
で
も
い
い
。
前
日
す
に
書
い
た
「
歴
代
宝
案
」

(
琉
球
王
室
文
書
)
は
、
久
米
村
の
支
那
人
の
書

い
た
も
の
だ
が
、
い
い
字
だ
。
支
那
風
の
、
縦
長

の
写
本
で
、
二
十
冊
あ
る
。
あ
る
い
は
琉
球
文
献

の
中
で
、
い
ち
ば
ん
古
い
か
も
し
れ
ぬ
。
あ
れ
が

百
八
十
円
で
は
安
か
っ
た
。
影
写
本
を
つ
く
っ
て

も
、
そ
の
く
ら
い
は
か
か
る
。
だ
か
ら
、
五
、
六

百
円
は
し
て
も
い
い
本
で
は
な
か
っ
た
か
。
今
に

な
っ
て
弘
文
荘
は
そ
う
思
っ
て
い
る
。

昭
和
八
年
に
、
久
米
村
の
天
妃
廟
で
、
大
部
の

宝
案
が
、
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
学
界

を
驚
倒
せ
し
め
た
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
宝
案
に
よ
っ

て
、
説
を
立
て
る
人
が
多
く
な
っ
た
。
中
に
は
、

宝
案
を
見
ず
し
て
、
中
世
か
ら
近
世
の
、
交
通
史

ゃ
、
貿
易
史
や
、
産
物
史
は
、
論
ず
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
、
極
言
す
る
人
も
あ
っ
た
。
で
、
私
は
、

一
年
半
を
要
し
て
、
古
い
と
こ
ろ
を
四
十
何
冊
か
、

影
写
し
て
も
ら
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
宝
案
の
一
部
が
、
今
度
、
新

し
く
、
支
那
系
統
の
家
か
ら
出
て
来
た
。
私
は
前

号
に
書
い
た
よ
う
な
経
過
を
も
っ
て
、
こ
の
本
を

買
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
こ
そ
、
私
の
文
庫
の

い
ち
ば
ん
の
逸
品
で
あ
る
。

私
は
琉
球
史
料
を
あ
つ
め
て
か
ら
、
約
七
年
に

な
る
。
私
は
物
語
類
の
方
に
、
専
念
し
て
い
た
か

ら
、
し
ば
ら
く
休
止
し
て
い
た
が
、
こ
の
本
を
得

て
、
一
般
的
な
意
味
で
は
、
も
う
峠
を
越
え
た
と

い
う
気
が
し
た
。

-
-
J

『
琉
球
歴
代
宝
案
』
す
な
わ
ち
、
鄭
良
弼
本
『
歴

代
宝
案
』
は
、
以
上
の
経
緯
で
「
弘
文
荘
」
か
ら
横

山
重
の
所
有
と
な
り
、
現
在
は
、
法
政
大
学
神
縄
文

化
研
究
所
の
赤
木
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
α

ω創
刊
号
昭
和
八
年
六
月
発
行

ω鈴
木
徳
三
編
『
弘
文
荘
待
責
古
書
目
総
索
引
』

(
八
木
書
店
昭
和
六
十
三
年
)

ω和
田
久
徳
、
白
石
晶
子
「
鄭
良
粥
本
(
横
山

重
氏
所
蔵
)
歴
代
宝
案
内
容
目
録
」
(
『
お
茶

の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
第
二
十
巻

昭
和
四
十
二
年

同
安
里
延
『
日
本
南
方
発
展
史
』
(
三
省
堂
昭

和
十
七
年
)
五
一
五
頁

削
前
掲

ω
九
三
頁

附
横
山
重
『
書
物
捜
索
』
上
下
(
角
川
書
庖

昭
和
五
十
四
年
)

川
『
書
物
捜
索
』
上
一
八
六
!
一
八
七
頁

初
出
『
三
回
文
学
』
昭
和
十
三
年
九
月
号

仙
川
『
書
物
捜
索
』
上
一
九
五
頁
初
出
『
三

回
文
学
』
昭
和
十
三
年
十
月
号

川
和
田
久
徳
「
『
歴
代
宝
案
』
第
一
集
解
説
」

(
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
編
『
歴
代

宝
案
』
校
訂
本
第
二
冊
一
九
九
二
年
)

(
え
の
か
わ
あ
つ
し
一
附
属
図
書
館
参
考
調
査
係
)

註
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1
1
1
1
4
 

図
書
館
報
寸
ぴ
ぶ
り
お
」
。

一
号
(
通
巻
一

O
一
号
)
別
m

年
一
月
発
行

学
附
属
図
書
館

中
頭
郡
西
原
町
千
原
一
番
地


